
 
 

平成 19 年２月期  第１四半期財務・業績の概況（連結） 

    平成 18 年 ６月 28 日 

上場会社名  株式会社 ダ ン （コード番号：2668 大証第２部） 

（ＵＲＬ http://www.dansox.co.jp/ ）   

問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 越智 直正 ＴＥＬ：（06）6708―2456       

              責任者役職・氏名 取締役財務部長 谷川 繁 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な手続きを用いております。 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
２．平成 19 年２月期第１四半期財務・業績の概況（平成 18 年３月１日 ～ 平成 18 年５月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況     (記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。) 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

19 年２月期第１四半期 2,609 (16.0) 286  (75.8) 304  (72.2) 134  (56.4)

18 年２月期第１四半期 2,249  (1.0) 163 (△18.5) 176 (△16.9) 85 (△24.0)

(参考)18 年２月期 9,463 453 510 260 
 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

19 年２月期第１四半期 20  14 ―

18 年２月期第１四半期 12  88 ―

(参考)18 年２月期 37  27 ―

 (注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
① 当第１四半期における業績 
当第１四半期の靴下業界におきましては、中国を始めとする海外からの輸入増勢基調、国内減

産傾向にありましたが、昨年来より、改善に向けての取り組みが進められ、国内生産の適応力見
直しが起こっております。 
当グループにおいては、昨年のウォームビズに引き続き、今春夏物商戦も好調に推移致しまし

た。オーバーニーやパンプスイン、サンダルに対応した商品等、足元のおしゃれを楽しむ傾向が
強まり、国内生産にこだわる当グループの優位性が追い風となったことが、売上好調に結びつき
ました。今後も販売動向、気温の変化、ファッショントレンドに国内生産の優位性を発揮して柔
軟に対応した商品展開やシーズンに応じた販促を行い、販売員のモチベーションを高めて参りま
す。 
なお、当連結会計年度から減損会計が適用されることに伴い、不採算直営店の内装・什器等を

減損損失として 48 百万円計上しております。 
以上の結果、当第１四半期の売上高は 2,609 百万円（前年同期比 16.0％増）、営業利益は 286

百万円（前年同期比 75.8％増）、経常利益は 304 百万円（前年同期比 72.2％増）、四半期純利益
は 134 百万円（前年同期比 56.4％増）となりました。 
 
② 当グループの業績における季節的変動 

当グループの売上高は、取扱い商品が防寒という機能を持つ靴下のため、上半期(３月～８月)
に比べ下半期(９月～２月)に販売される割合が大きくなっております。従いまして第１四半期を
含む上半期の売上高と下半期の売上高との間には著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季
節的変動があります。 
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また、第１四半期(３月～５月)の売上高は、第２四半期(６月～８月)と比較して相対的に売上
高の水準が高くなる期間であります。 

 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

19 年２月期第１四半期 5,791 2,850 43.9 381  31

18 年２月期第１四半期 5,308 2,308 43.5 346  32

(参考)18 年２月期 5,702 2,485 43.6 371  09

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
当第１四半期の総資産は 5,791 百万円となり、前連結会計年度末に比べて 89 百万円増加して

おります。 
これは、売上高の増加や直営店舗の増加に伴い、売掛金、たな卸資産等の流動資産が 101 百万

円増加したためであります。 

 
○ 添付資料 

・第１四半期連結貸借対照表 
・第１四半期連結損益計算書 
・セグメント情報 
・仕入及び販売の状況 

 
[参  考] 
平成 19 年２月期の連結業績予想（平成 18 年 ３月 １日 ～ 平成 19 年 ２月 28 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

中  間  期 4,281 △22 △42 

通     期 10,264 595 303 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   45 円 45 銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
当第１四半期の業績は当初予想の範囲内で推移しているものと考えており、平成 18 年４月 14

日の決算発表時の業績予想から変更しておりません。 
 
※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

ります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 
 

以  上 
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